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・国道２４６号山北バイパスを安全で快適にご利用いただくため、夜間全面通行止めを
行い、維持管理関係の集中工事を実施します。
・これまでは、清掃・除草や照明灯等の維持管理工事毎に片側交互通行規制を行ってい
ましたが、夜間全面通行止めによる年１回の集中工事で全ての維持管理工事を実施し、
工事による通行規制大幅に削減し、道路利用者への影響を軽減します。

《今回の集中工事による効果》
　　　　①路上工事回数　　　　　　　　　　　　：　   　　  　　　　 32回(※)　　→　　　　　　1回
　 　　 ②路上工事による交通規制時間　　 ：　　　　　　約288時間     　 →　　　約9時間
　　　　③交通規制の影響を受ける交通量　：　       約182,400台        →　 約5,700台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※片側交互交通にて規制した場合の想定回数）

・今回の集中工事は、平成１８年度に試行的に実施した結果により路上工事縮減の効果
が確認されたことから、本年度から本格的な導入を図るものです。

(1)実施場所　：　一般国道246号山北バイパス(神奈川県足柄上郡山北町地先):約4.2km
(2)実施期間　：　平成１９年９月６日（木）２１：００～翌朝６：００
　　　　　　　　〔予備日：平成19年9月7日(金)、暴風時予備日：平成19年9月13日(木)、14日(金)〕

(3)主な作業　：　排水桝新設、路面・排水桝・トンネル清掃、照明・トンネル照明
　　　　　　　 　の新設・点検・補修、情報通信機器の保守点検
　
　※集中工事の情報は、横浜国道ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.ktr.mlit.go.jp/yokohama/）でご覧頂けます。

集中工事の導入により道路の維持管理に必要な路上工事を大幅に縮減します。

国道246号集中工事のお知らせ
国道246号山北ﾊﾞｲﾊﾟｽで集中工事を行い路上工事を縮減します。
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集中工事の期間中は、国道246号山北バイパスが夜間通行止めとなるため、県道７６
号線（旧国道246号）への迂回をお願いします。ご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をよろしくお願いします。



※国道246号山北バイパスは全面通行止めになりますので、県道76号線（旧国道246号）への迂回をお願いします

※通常は各作業ごとで片側交互規制を行いますが集中工事を行うことにより３１回の規制回数を削減します。
※規制回数は片側交互通行（夜間：２１時～翌朝６時の９時間）を１回としてカウントしています。

～今回の集中工事により影響を与える自動車交通量～

※平成１８年９月交通量（21時～翌朝6時）より推計

○国道２４６号山北バイパスの位置及び迂回路

○集中工事（通行規制）の削減について

（影響交通量について）

片側交互通行で工事を３２回実施した場合は約182,400台の自動車交通に影響を与えますが、集中工事の場合
は約5.700台となり、約176,700台削減されます。
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